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．セ ツ ケ イ ム シ と ト ワ ダ ヵ パ ゲ ラ

無 翅 の 積 翅
’
類 二

L
種

上　野 盆 三 　（大 津）

Two 　 Apteral　Stoneflies， （7apnia　nioralis　and 　Scopttra　 longa．

　　　　　　　　　　 By 　 MAsuzo 　U 愈 Q，

　本邦産禎翅 目 （Plec。ptera）は非常に多數の 種類が記載せ られτ ゐるが 、 そ

れ らの 中に翅を全 く持 つ て ゐない 珍 らしい もの が 2 種ある 。 以下に記述する

セ ツ ク イ ム シ と ト ワ ダ カ ハ ゲ ラ とがそれ であ
’
る 。

　　　　　　　 】．　セツ ケ イム シ Capnta πfりα薦 U 丘NOu ．

ll覊鑑：1鬣冫1き∵
． 黜鷺黜嬲燻艮奈鬻

1／／ 誓髄 　
’

が居 る こ と は古くか
’
ら登山家の 間に 知 られ

虞

絳 灘 1響鄰 拿雪

　 　　 　　　　 セ ツ ケ ィ ム シ は體長 10mm ・内外の黒い

　 　　 、。 ．
’
・ 蟲 で 、體は 細長 くて 圓筒形、長 い觸角と尾

　 　　 ll窪　とを持つ て ゐ る （挿囲 1）。 頭部は 小 さ く複

簫
・姦 涯磁i雛 1舞雪單獣 論灘

ni
”
daZis 　USPt’o．信 州 白 馬 嶽 の 讐 　 を持つ て ゐ る もの では太 く膨れて ゐて 、そ

裂騨暴麹跼i鵠萍 の第 ・麟 の 部分撮 も太 く・ そ れか ら後

列 に ひ 　　　　［上 野 冩眞1　．の節は次第に細 くな り、 第 8腹節では急に
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維 くなつ τ ゐる 。 背面正 中線上 に 1 本嗜褐色の縱帶が見 られ るd 雄の第 8 腹

節の 背板は後方に次第に瘤起 し， 臀上板の先端が丁度こ こに納るや うに な っ

て ゐ る。 磐ヒ板は細畏い箆形 で 、 ．體の 前方に 向 つ て 腹篩背面上に折れ返 50 ．

そ の先は尖つ て ゐて、第 8 腹箙の背隆起と相接するや うに なつ てゐる こ と上

邇の如 くで ある く挿圖 2・A 及び B ）。 雌の亞臀板は鈍角三角形で ある （挿甌

2
，
℃ ）。 觸角 、 體表 、 尾に は

一面に 細毛を密盆 して ゐ る 。
’

尾は黒 く約 1σ節の

小節か ら出來て ゐる 。

C

．挿圖 2・ セ ツ ケ イ ム シ の腹部 末節・何 れ も x1S ・A ・と B と

は ♀レCIt ♂，A に 側面圖，B （t背面圖，C ［t 腹面圖・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［上 野 原圖］

　この 蟲は前に も誌 しt：や うに白馬嶽 。 槍ヶ嶽 ． 立山連峰 、 乘鞍嶽等の 飛彈

山脈所謂 日本北 ア ル プ ス 地方、木 曾駒ケ嶽等の所謂中央 ア ル プ ス 地方の 雲溪

上 か ら綵集せ られ τ ゐる 。 叉低地に も産する こ とが判つ て ゐ で 、 畏友農學士

今西錦司氏は これ を但 馬國椿色で 早春 2 月積雪上にて探集せ られた。慟作の

鈍い 蟲で常に雪 の表面を匍匐 して ゐ るが。日光 の射す爽快な朝等には殊 に そ

の 出現の多い こ とが觀察せ られτ ゐ る。 この蟲 の生活 史に就 い 丁は吾 々 は拿

く何事 も知 る所依な い が 、 雪溪下を流燕る水中冬は 雪溪附近の 溪流中に若叶

時代の もの が見 られ る こ と
S）

か ら考〜 て ．かや うな所で發育 しτ 後雪の 上に；

現翫 來 るこ ≒が想馳 られ る・ そ堕 物蔓熱 ・て も二 郭 さ
、斌 も：叫

あ る が未だ充分判 つ て ゐ な い 。　 ．∴ 　　　，
・
．．．　　　 ．　　 ＿  

・
，

　3，．今西畫帛司氏 の 覿芻引こ よ うo 　　　　　　　　　　　　
”

　@

‘
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　 セ ツケ 不 ム シ は別に駈屬新種 と しτ 松忖松年博ゴ：に よっ て命名せ られて あ

る6 筆者は 昭 和 5 年夏北海道帝國大墨農學部昆轟畢致室を訪問 した時 、 ．その

所蔵の積翅 目の標本を見せて 貰つ て始めてその こ とあるを知 つ た 。 併 し この

屡種名は末だ發表せ られて ゐない e 前述の 如 くセ ツ ォイ ム シ は雌雄共無翅 の

鐡 で その 翅脈の搆造を究 める こ とは昂來 ぬ が、
’
その 、口器 ． 生殖器 、 肢等の構

造 から明か に CaPnia 醗砂 もの と剰定 せ られ る 。 松村博士が據つ τ 新屬を設

けられ た如 く、無翅 とい ふ こ とは重要 な特徴 ではあるが筆者は今殊更新屬を

．立 τ るには及 ぶ まい と思 ふ 。 寧ろ松村博士め新囑名は GaPpeia属の亞屬名 と

．して生か して 用 ゐた い もの と思 つ τ ゐ る 。

　倚 セ ッ ヶ 1 ム シ には 二逋 り以上 の地方的變 型がある こ と が認め られ るが 、

今 暫 く上記學名 CaPnif，　nivaldr 中に全部包括さ

：せてを ．く蔦．とに した い 。 　　　　
、

2・
　トワダカ ハ ゲ， 勲o

騨
旧 ’o η9 α

　 　 　 　 　 　 u 豊NQ ．の

　 セ ツ ケ イ ム シ が雪の上 か らの み綵集せ られ る．

や うに 、 こ の ト ワ ダ カ パ グ ラ は 冷い 水 の所 か ら

の み發見せ られ るの で薯 しい 。こ の 珍 しい 無翅

の カ ワ グ ラは川村敏授 と筆者 とが 大 正 14 年の．

夏 十和 田湖 へ 行 つ た時 4 匹の幼蟲を綵集 しナこの

が その發見 の始め で ある 。

　成蟲 　　こ の 蟲 （挿圖 3・ 雄冫は體は細 長い 囲
筒形で大體嗜謁色を呈 し 、 胸部背面の周縁郎．

肢は黄色 を馨ぴ 、 觸角竝 に尾 は 赫褐色で あ つ

τ 、胸部竝に腹部背面に は 濃色の 稍不明瞭な斑

紋があ る6 體長約 20mm ・位ある 。 觸角は長

くて體長の約半拿位あ り大 凡 40 節 か らなつ て

ゐ る
r遡鯖 板 1鰹 畏方形で その 前側隅角は 少

し く突出 し又後側隅角は翅端の や うに少 しく伸

び その 先端は尖 つ て ゐる 。 中胸背板竝に後胸背

被は圓い 側豫を有 し、後測隅は少 し く後 方に伸

びて ゐ る （挿囲 3｝。 翅 は全然 これ を有 して ゐな ．

　 　 4 ；　　 NXXdettS5a・

．挿圖 3． ト ワ ダ カ ノ・ゲ ラ
’

Seop“ 1．a 　lenga　u加 o．ま．
信 州 東筑 麒郡武 石 峠 1こて 、
清澤睛親氏 が昭 和 5 年 9 ，
月 に探集 苞 う しの o 　・、

　　　　　　［上 野 原圖1
4）　UENO，前掲 幸艮丈，　P・124・

1

月
−
、

i・
i
」

ー．
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i

」
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．U・。 肢は細長 く 、 蹴節は 3 節あつ て その 第 2 齦が最 も萢 く第 31節は第 1節よ

b 少 し長い （挿圏 4，A ｝。 瓜 は 2 個 e 口器ぽよく發逑 して ゐて殊に天腮 く挿圖

4・B）は丈夫 に出來てゐ る 。 小腮鬚
齟
（挿圖 磁 C）は太 くて大體殆ん ど同長の節

か らな q その中に特に非常に長い 鰤 よ、ない 。 下蜃鬚 （獅圖「4・D ＞．は 4諭 こ

下唇中舌は側 舌よ り少 し彜く後者の啄は前者の約 2 倍あ．O　． 且皐右の 中舌聞

の切込タ鯵嘩くて 下唇莖節の 部分 に逹 して ゐな い 。 ．腹部1ま圓筒形 、

・殆 ん ど一

挿圖 4・　
’
F ワ ダ カ ハ ゲ ラ の 放 と 口 器、　A ．右 の 中肢附節、

B・大 腮 ． C・小 腮 、
　 D ・下 唇 ol （E．　Rerla 麗 の 戊 轟 の大

腮）。 　　　　　　　　　　　　　　　 E上 野 原圖〕。　・

様に 同 じ木さで 、魯腹節の長書に も著 しい 違ひは な く、唯第 9 腹節が最 も長

く、 第 10腹節は第 9腹節に全 く被はれ て ゐ
’
it外部からは見 え

’
な い 。 扈は 牙

本、 約 18 節か らな り廣 く左右に 離れて つ いてゐゐ。 その基節には キ チ ン 〔か

疣駄突起が 1 個つ い て ゐる 。 第 10 節の周圍には總駄 の絲状無管臆め遺存暢
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がつ い て ゐる（後段幼蟲の 項參照）6
−
亜臀板は若蟲に見 る．や うな角歌の もの で

な く、 短い疣牀鈍頭で i 且幼蝨の 揚合の や うに 至部 キ チ ン 化 して ゐ ない
。 臀

上板は彊 くキ チ ン 化 し一t その先端二 叉になり兩枝は何 れ も尖頭 で 、 體の前 方

に 向つ τ 鉤状に少．Lfaつ て ゐる o
’
陰莖の開 口は この 兩叉枝 の聞に ある 。

　産地　　茲 に圖示 した もの は萇野黥南安曇郡豐科小學校の 溝澤欟 氏がガ

昭和 5 年 9 月 ・28 日同縣 （信濃國）東筑摩郡武石峠の 武石茶屋附近 ¢櫞抜高距

約 1821m ・｝の小流の邊で探集せ られ た雄 であつ て 、 同時…に よ く成熟 した若

蟲 も數匹揉集せ られ tこ 。雌は まだ得 られ な い 。同所は松本市の 東方に當 る Ili

地 である 。 尚 これ より先昭和 3 年秋 10 月今西綿司氏が 越中立山の劒澤の積

雲上 で 得 られ た もの があるが 、

・これは その變態が未だ充 分完了 して ゐな い も

の で あ る 。

　 　 　 　 　 t

　幼蟲 　　この珍 しい カ バ グ ラの 幼蟲 （若蟲）は　
’
1　 愈蕊 一亭 詫

』
tt　：／／．ヅ

齟

齷 と黝 磁 多撒 勲 ら紅 ゐ て 、擱 ・ 終 纛 離 袒 溶・
・

の 寫眞竝 に挿圖 βに見 1 られ るや うに極 めて よ く

成蟲に似てゐ る 。 體は絅長 くて圓筒形 、 暗褐色
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 一t ’
で腹

・
部背面には圖に 見 られる や うな一定の 明る

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 T、’3
い色の斑紋 と 1 獄の 小黒點 とがある 。 觸角は丈

夫 で先端に至る に從ひ急 に 細 く、、複眼 の他 に 3

個 の單限がある 。 胸部背面に は圖に示 した や う

な規則正 しい濃色の 模様があ る。 殊に前胸背板

は幅廣 く前後の 隅角が突出 しτ 特異の 形をな し

て ゐ る 。 口器の中 ． 大腮 （挿圖 6，C）は丈夫 な咀

嚼L口式 に發逹 し、 ヌ．下唇の 中舌 （6・E ）は極めて

小 く且短 く、側舌が却つ τ 幅廣 くて積翅 目の 他
tt

の 種頚には 見 られ ない形 をな して ゐ る 。 肢の蹴
節 （6、D ）は第 2 節が最 も短 く第 3節が最 も長い

が 、その 長 さの 割合は成蟲 の 揚合 と洞 じでな い 。

挿圖4
’
と6とを比較 して載き九い 。 尾 （第 2 圖版 6，　　　 t ，．

F ，G ，　H の C）は短 く且丈美で先端に 向つ て 急に　
s ’”卩

　
『『”　［”

’
　　

／L “”’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　挿圃 5・．1
・

ワ ダ カ ・ ヴ ラ の 若
纒くな？て うて L

’
そQ基部は黒い 色の キ チ ン 板　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　感 x2 ． 陸 中 國十和 田湖吽1

が取圍んで ゐ ξ6 。 亞臀板は輩くキ チ ン 化 レた 角　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　に て 川 村教授 と筆者 どが 大卑

献の長 い突起を尾の下面に沿ふ て持 つ て ゐて 一 ’10 年 7 月探集の 紛 ゜

　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 ［上 野寫眞〕
見この 若蟲に 特異ρ觀を與 へ て ゐる （第 2圖版　　　　　

”

丿
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鋭 GH の Sb）。 更に この若轟 に特異なことは第 10腹節 を引き出して 見る と、

　その周圍に蔕紫色の 絲歌鰓が總妖の束をな して並 び著いて ゐ る こ とで 、丁度

　花環を見るや うで ある。
こ の絲妖鰓め花環は この若蟲が生きて居る時には 第

9腹節内に第 10腹節を引き込みた け出 した り帥ち腹端を仲縮 す る こ とに ょ

　り t 全 く見え な くなつ た リヌ，外に出τ第 2 圏版 A に示 すや うに全 く擴つ て

　ゐた りするので著 しい 。 充 分成熟 しナニもの は體艮大約 20mn1 ・内外ある 。

　　成蟲並に若蝨の形態上の 特徴　　上に記述 したや うに この ト ワ グ カ ハ ゲ ラ

　の 若蟲は他の カ ノS ゲ ラの若轟の や うに胸部下面に 絲歌鰓を有せ β丶 却つ て第

　却 腹篩の 周 圍にある 。 かや ．うな環歌鰓を持つ た櫃翅 目 の 若蟲は從來ρ）記載に

　よる と L；eptopeTlidae の若轟（Pみで ある
5｝

。 この 科の もの 越濠洲等の 南米球

諸地方の釐のみで ある 。 又 そ の著 し く幅廣で隅角の 張 り出 し た 前胸背板は

　Pter・nanys の若蟲 の と非常に よ く似て ゐ る
1

％ 更 に興味を惹 くの は その ロ器

　の構造で あつ て 、 そ の 大腮は 丈夫に發達 した咀嚼 口式で あ り ． 小腮鬚 も下唇

鬚 もい つれ も太 い 略同長の 節 よ りな り、 稍彼の N6mouridae 又は Capniidae

　に見 られ るや うな形質で ある 。 この 事竃は成蟲に於 て も略 同様で （挿圖 4）、

　殊にそ の 大腮は か ・ ゲ ラ科 （Perlidae）に見 るや う
’
に 咀 嚼臼を 持 ナこぬ片撚の も

　の （挿囲 4，E）と異 り． 若蟲の 揚合の や うに 咀嚼｛コ式を保 存 しτ ゐる （挿鬪

　4，B）。 叉成蟲σ）肢の跼節 を見る とその第 2 節が最 も短 く第 3 節は第 1 節 よ

　り長い 。 、これは．Nem 。 uriclae や Ca
？piidae等の や う．な絲鬚亞 目 （F エLr ？ALP ［A ）

　に見 る形質である 。 成蟲に於 ける附餓 大腮、小腮鬚、下 唇鬚等の か や うな

　形質は TTLtyLAk． 等の考 へ る所に よれ ば 、

ー
こ れ は充分分化 の 進ん で ゐな い古

　型 を示す もの で 、，カ ハ ゲ ラ科 （Pe尊idae）3二ほかや う一な諸形質の組合ぜは見 ら
’

れ な い e この黔 トワ ダ カ バ グ ゴは寧ろ Ne皿 ouridae 　INは 9叩 niidae に近 い こ

　 とを示 し、
Pe「lictae　tに膰す る もので な い こ とは 明か で ある 。 そ して 成蟲竝に

　若量 の形態構造の あ らゆ る點か
1
らは、Pter。narciOae ピ最 も近C・ や うに見 え る e

　けれ ど も Pteronagcidaeで は胸部夊は腹部に氣管鰓を有 し． ト ワ ダ カ ハ ゲ ラ

　の 揚合の や 5に花劇 犬に配列 した肛門鰓を持 つ て ゐ るや うな こ とは な い 。 且

　PterJnarcidae で は肢の 基節の 着 き方に 著 しい 相違が ある 。 故に今 トワ グ カ バ

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ！

　ゲ ラに見 られ る諸形質を以て最 もそ の 類似點の多 」｝もの を求 め る なら、それ

　は前記 Lept。P『di中e の み乏い ふ ことに なぢ6若 しffc
’
．Uて Leptoperlidaeの も

　　5〕 TILLY組 m ，　K 玉 （1921），．Ca・iacL、　E ・t・m ・， 53，　P・鋸 一Th・ 1… cts 。f 舳 ［・alia

　 and 　New 　Zealand、1926．　p．118 ．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 t−　　…−

　　6）： NE 皿 ）HAM ，」．〔｝．（1918）．　 W 典RD 　 tind　WH 【PPLE ： F士ピshwate ゴ Biology．　 p．884．

　 F弦・　1356．
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の
’
な らばそは 地理 分布上非常に興味の深い こ とであ る 。 併 し ト ワ ダ カ ハ ゲ 乏

は無翅の蟲であるか ら、遘憾 なが ら翅脈を橡して 最後の確定 をするこ とが出

來ない 。 且材料 も極 めτ 貧弱でこれ以上 何事も言ふ こ とは不可能
’
E1．そ．OPfi

類上 の位 置は 尚禾確 定の まきL殘 しτ を く の外はない 。 上に記載 した雄は乖分

成熟 しτ ゐて 球外觀 は 勿論の こ とその内景の糟査に ホる も雄で あるこ とは確

實だが 、 雌は或ひは翅 を持 つ 六 もの で ある か も知tztdか ら、 将來雌 も探集せ

られる機會を得て充分研究 した い と思ふ 。

’
分布其の他 ・

−
・始 めτ ドラ：ダ カ

’
ハ ゲ ラ の 若蟲が採集せ られ k の は 大正 14

年・7 月中旬q 塀村教授 と筆者乏め兩人が十和 田湖 へ 行づ允時である：
。 十和

田湖の西岸和井内ホ テ ル の 北芳の密林内の 1 小流で
，

ユ キ ノ シ タ科の ヤ グ ル

サ サ ウの kj彦の葉で 全 く被はれ て ゐ虎 。 そ の 流水中の 蘚類の
一
面 に繁生 した

r 表 　　1

産 地 探　集　者

秋 田縣，

獲膨 縣，

富山緜

石 川 縣

陸中國 ．．十親田湖 吽

信濃國
『

越 中
・
園

加賀國

．
木 曾駒 ケ 嶽農 ケ 池 落 口

・

圃 上 落 口下 流 並 に 傍勢瀧 ．

同 上 農 ケ 池 南 方 雪 溪 下 並 に 駒飼池

．御嶽 山麓 王 瀧氷ヶ瀬
「約 1000　mJN 　 f

乘鞍嶽　　　　、
鉢 伏 山 （東筑 曄 郡、．松 本 市 の 東南方）
幽
武 石 峠（同上 、松 本市 の 東方）

：稻 咳村（南安曇郡、島 々 付 の 上流ア
？
」爾津村（’亅、縣 郡

、
系句15CO 凵ユ）

八 方池 （北安曇郡 八 方山）

烏 川一ノ 澤源流 畧 溪下（常 念嶽）』
梓 川 上 流一ノ 俣 源 流（常念嶽）．
中房川信濃 坂 附近 小 支流

』

籌蓮
飆 早・川 … 一・輟

1籌難論 ． ｝鍛
畷

一ノ

騨唱磯講 ノ
ケ カ バ 帶

）

川 村 、上 野 （1925｝

、権内∵上 好 （1928＞
横 内 （lg27）
横 内 、 上 野 （1928〕
三 村 （1929♪

清濟（1929）

清齢（1925）

清澤．横 内（1930）

清澤 （1930）
「

小泉 （192s｝

三 村 （1928）
上 野 （1930）’
」ヒ孵f 〔1930）
上 野 （1930）

今 酉 （192S）

命 酉 （192R・）

横内、小林 （1929＞
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小石を取りめけてをの 下に 居ナニのを姉へ たのである。 その後 この若愚が追 ft

探集巷られ τ 筆者め手元に蒐つ たが3今迄知られた産地は模式産地を除けば

次表の如 く信濃 、 越中竝に 加賀の諸地方に限 られ τ ゐる 。

’1
．’・．

　 　 　 　 　 　 ，　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
1
／ ．レ

　以上を以て 見られる や うに稍低 い

所 （f印を附ぜる もの）に も居 るが、

大醴梅拔高距 ユ500m ・位 か ら以上の

寫 地の 溪流N は水濕地に産す る 。 而

しτ 常に蘚苔類等で被はれ て ゐて水

が少
・しばか り涼れて ゐ るや うな所に

居て 1水量の豊富な急流に は居ない 。

叉一ツ の 溪流を探集 しな．がら湖つ て

行 くとその源流附近の 殘雪の あるや

うな所に なつ て 始 め て發見 せ られ

る 。 上表中の烏川
一

ノ 澤 、 梓川一
ノ

俣の 如きそ の例で ある 。 これ はこの

若蠡が非常に 冷い 水 を好 む種類で あ

る こ とを示す もの で ．可成低い 所で

も水が冷けれ ば居 るb 例 へ 1ま上記稻

核村（海拔約 SOOm ・〉の 氷澤竝に ソ デ

ク ボ澤の如き所がそれで 、 今 ；、 三

産地の 水温 を 示 鷺ば次めや うで あ

る 。

表

taua　 6・
’−

ト ワ ダ 加 ・ゲ ラ の 産地 の 一

ツ
。 信濃國梓 川 の ⊥ 流一ノ 俣 の 1 源 流

で常念坊の 西 側 o
・
この部分の 水 に2・5°C

（2LVII ・1930，6・50a ・m ・）で、pH ＝6・2，

Os ＝8．15ec．ノL （119．・5％ ）な 示 して ゐ る o

ト ウダ カ ハゲ ラ の 他 に 蜉蝣目 の ・θ齟 瓜

毛 翅 目の 5碑 吻 妙〜獄 ，双翅目の β ibie−
eePfsaXa 等 の 幼 蟲が得 らkzt：。　　　　　 ．

　　　　　　　　 （中 島豐氏 撮影〉．，

2

崖 地

農 ケ 池 落 口

駒 飼池

烏川一ノ 澤 源流
・

梓 川
亠 ノ 俣 源 流

中房丿11信 2獗 附薄

同上
一ノ濯小深澤

：

稻 核村　
’

月 日

2．

2．

20．

21．

17．

1S．

15．

VI工1，1
’
92S

V 皿 ，191S

VE ．1930

V 工正．1930

X ．　 1930

・X ．　 、1930

VIH 、1930

時
「
間 ．17tC温  

ユ・30P ・m ・

2・00P ・m ．

6・4δ P．m ．1

6・5P ．P・エ【1．・

2・50P ・ur

．tP・00　P・皿 ・

6・40P ・π1・．

　 3．oo
　 3．0⊃

　 7．5°

　 2．50　
・

7．5e＿8甲oo

　 10．oo

．工2．oo−12，50
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1
これを以て 見 ると大疆 2・5 °L12

・。
°
⊂ の聞に ある 。 今西氏 の觀察

7

璽 られ ＃

もの は q・9°一
協

゜ C で ．筆者の揚合 ぶ．り邁か に 低温であ るA 故に こe）若興ま

言ふ 迄 もな く冷水型恒水温動物 （
‘’Ka！tst旦ロ。tberpne 　

Tiere
　
”

） の
一
：で 气

そのfrk
活水盈の高｛邸艮界の極 め て 狹 い種類であ る とい ふ こ とが出來 る 。 夏 に面白い

こ とに は ヨ 岐腸瀞 類 （T ・・b・11・・ia−Trietadid・） 中の 〜ft水型恒水温動物：≒．掛

られ る 飾 π磁 8 漉 傭 い 【A　et　1〈AJiURIKI
　p：

同Gや
、乏な分布11睦 示 す ことで1、，

この 兩者相件つ て 發見せ ら
’
れ る こ とが多 く、 併 せ考 へ る と生態分布上洵に興

味の 深い 事實 と謂はねばな：らな い 。 この P・7 如 漉 は 彼の歐洲で 氷期遣存種 、
　

’
　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　

の 一・と信ぜ 醸 τ ゐ る
．、
2 ψ 吻 ．にぞ瞠 に近い 瀰 で あ 6 ・

’
これ ら色々 な點

を綜 合 して ト

’
ワ グ カ ハ ゲ ラ の 分布 を考察ずる

「
庶 P ・　

’
alPine ．の 揚合 の如 く氷

期 遘存種 では なか らうかとい ふ こ とに 想到すゐ 。

’．
けれ ど も本邦に於τ 動植物

の 爭布を 論す るσ｝に ・直 ちに氷期遺存説を導入する とい論 ことは 洵に 重大 な

問題であ る 。 本邦の 如 き地理的爿犬碑φ所では ・．今憐か に雌の 離を移 レて歐米

の 揚合 と同
一
律に分布の 系統 を論す降こ．とは 卑づ不可能孝言つ r ．よ U｝g

・
しか

しかや うな種類 の出現齢 西氏
「り
’
も執 ’

て嫡 郷 ・

：過去雌 時代 に撫 ナう

氣候の變遷 を想察す るや 5な揚合 に は重要な資料 として 役立 つ もので あ らう
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 コ　 　　　　 　

　
　　　　 　　　　　 　　　　 　 ’　 　　　

　
　　　　 　　　　 ヨ

と、思ふ o 　　　　　　　　　　　　 ” 1

筆者は・こ の 小文を終 る礑 雛 ワ ダ カ∫・ ゾ rQ多tt1くの 貴軸 材料を額 せ

られ或 ひは産地水温等に就い て の記鋲を示 され 、又 寫眞を寫
「
し與べ られた今

西錦司 、 横 内齋 、 清澤晴親 、 三村邦雄 、 小泉清見 、 小林喬樹 、 中島豐の 諸氏
．

に 厚 く御禮を申上 け る 。

圏、　　　　　 ピ 　
’
、 t

’

　
’
　　　 ．　　　 ・　　　　　　　　 ∫、∴　　

』
（昭和 5年12 且 10 日．）

「1P

第 2圖 版 読 明

　　 ト ワ ダ カ ノ
・
ゲ ラ の 若 錨、 A ・背茴圖、／

’
B・小腮 、　 C・大腮、　 D ・肢 の 嗣節 、

三覆鵠 見ll：黶 節
の

堺 ・

’

讐
音

墜
節

磐畔．
　i醤鯔

晦

　　　L

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
’
　
−1’

　　　　　 ［

　　 　　 　　 　 i　　　
’
　　　　　　　

” 鹽
　　　　 1

　7） 4
’
Ut錦司、珍30・陛

・
日禾 ア ル プ ス 池 沼 昆蟲小景 、

”

本 誌、第 4卷 ぎ 第 3 號 、
　 P・

183．　　　　
・幽
　　　

’．　 ξ・『コ’　・
　　　　　

奩

　8） 宕Cに 小文な草す る 豫 定 。 伺 「信灘 育 」 昭 和 4 年 12 月號拙著參照。
・
t／1

　9）　衛」掲論丈 、　PL　I84」　．

，
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